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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヒマラヤ水系のネパールを主として流域一帯の大規模な土砂災害に対し
て減災のために戦略的な総合防災研究を行ない、以下の成果が得られた。
・大規模自然災害に係るネパールの被害について解明した。特にネパール地震による地すべり災害の特徴と地盤
構造と建物被害の関係について明らかにした。・ネパール国文部省と連携して学校防災教育を全国展開する仕組
みづくりを行った。・2011.8.15に設立したヒマラヤ水系地すべり学会(HiLS)の世界的な研究者ネットワークを
核に、ネパール国の防災関係国会議員との防災セミナーならびに国際シンポジウムの開催を通して、実践的なヒ
マラヤ水系防災学を構築した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we carried out a strategic integrated research on disaster 
risk reduction in the Nepal Himalaya. The main research outputs include understanding of large-scale
 disaster damage mechanism in the region. In particular, the features of earthquake-induced 
landslides during the 2015 Nepal Earthquake, and relation between the Kathmandu valley ground 
structure and building damage were clarified. In addition, efforts are underway to introduce 
disaster education in schools though collaboration with the Ministry of Education. As a part of the 
activities to promote the importance of disaster risk reduction in Nepal, more than half a dozen 
disaster seminars were organized in collaboration with Himalayan Landslide Society, established in 
2012, for a group parliamentarians who were involved in disaster risk reduction activities within 
Nepal. These seminars were instrumental in formulating the disaster risk reduction plan in Nepal.
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１．研究開始当初の背景 
ヒマラヤ水系は世界で最も激しい造山帯に
位置しており、そのため急峻な地形からなっ
ている。また、近年の人口増加による過放牧
と過伐採、それとゲリラ活動の激化などによ
り森林が荒廃したことや地球温暖化の影響
もあり、大規模な水・土砂災害に見舞われて
いる。さらに、インドプレートの潜り込みに
起因する大規模地震災害も後を絶たない。こ
のように気象災害、地震災害と世界でも第１
級の自然災害多発地である。しかし、ヒマラ
ヤ水系をフィールドとした組織的な自然災
害研究は遅れているのが現状である。 
 本研究では、ヒマラヤ水系のモデル国家と
して、ネパールを主として、バングラデシュ、
パキスタン、中国などを対象に、ヒマラヤか
らインド洋に至る流域一帯の大規模な土砂
災害に対して、減災のために戦略的な総合防
災研究を行う。また、近い将来に発生が予想
されている大規模地震災害の減災のために
小中学生を対象に組織的な防災教育を展開
する。 
さらに、ヒマラヤ水系をフィールドにした世
界最先端の自然災害研究を行うと共に、すで
に設立しているヒマラヤ水系に関わる国際
学会を発展させ、世界的な研究者ネットワー
クを構築する。特に、ヒマラヤ山系での森林
伐採と地すべり・土石流の激化に伴う生産土
砂量の増加、さらに下流域での河床上昇に伴
う洪水水害の激化に関して上下流一帯の一
連の水土砂災害研究を行う。また、財政力の
乏しい発展途上国にあって小中校における
防災教育の実施は防災の切り札になる。防災
教育を組織的かつ持続的、自立的に実行する
方策の確立は急務の課題である。本研究では、
ネパール政府や関連 NGO と連携して、この
課題に戦略的に取り組む。  
 
 着想に至った経緯と準備状況 
 代表者は 1993 年に JICA 専門家としてネ
パールに赴任した際に甚大な水土砂災害に
遭遇した。それ以来、ネパールの自然災害研
究に関心を持ち、これまで 12 年間に渡って
科研費で調査研究を行ってきている。ネパー
ルの自然災害研究に関して持ち続けている
課題は、「2700 万国民を対象とした防災教育
ネットワークを如何に構築するか」である。
それは、ハードな対応だけでは効果が極めて
限定的だからである。発展途上国の人々の命
を守る方策としては防災教育を通しての知
識の啓発が最も効果的である。 
ネパール国内において防災教育を推進する
ためにはネパール政府と連携する必要があ
る。そのために数年かけて、次の要領でネパ
ールの防災研究の中心的立場を確立してき
た。すなわち、カトマンズ市で、これまでに
防災・環境に関する 12 回の国際会議とシン
ポジウムを愛媛大学主催で開催し、ネパール
の政府や大学の多くの研究者・技術者と連携
してきている。 

また、平成 18 年にネパールの主要５大学と
学術交流協定を締結し、ネパール工科大学の
防災関係の学部や大学院コースの充実のた
めに客員教授として、非常勤講義などの協力
をしてきている。 
さらに、これらの活動を展開するためにサテ
ライトオフィス・カトマンズを開設している 
 
２．研究の目的 
ヒンズークシ・ヒマラヤ水系は地球温暖化

による気象災害の危険性が高まっている。ま
た、巨大地震の発生も危惧される。ヒマラヤ
水系諸国の多くは発展途上国であり、ハード
の防災対策は難しい。そこで貴重な人命を救
うために、途上国で対応可能な実践的な防災
研究と防災教育を核とした戦略的な総合防
災研究を実施する。代表者らは、ネパール政
府内務省と文部省、また南アジア地域協力連
合自然災害管理センター(SDMC)と連携して
防災研究と防災教育を推進してきている。ま
た、ヒマラヤ水系の土砂災害研究や環境保全
に関する国際学会を設立してきている。 
戦略的防災研究の展開は次の手順で実施す
る。まず、ヒマラヤ水系の代表的国家である
ネパールで戦略的総合防災のモデル的な取
り組みを実施する。それと併せて近隣諸国と
の防災ネットワークを構築しながら、ネパー
ルでの取り組みで得られた成果をそれらの
諸国に展開していく 
 
３．研究の方法 
ヒマラヤ水系の代表的な国であるネパー

ルを対象に、ネパール内務省や文部省と連携
して戦略的防災推進に取り組む。これは今ま
での厖大な成果を基に実施可能である。その
成果を基に、同時進行で、南アジア地域協力
連合自然災害管理センター(SDMC)と連携し
て南アジア諸国と中国（四川）の各種災害調
査を行う。併せて、防災教育テキストを発行
し、防災教育を広域で実施する。それととも
に、ヒマラヤ水系の自然災害、特に地すべり
災害に関わる国際学会（2011 年 8月設立）を
中心にヒマラヤ地域地すべり学の更なる確
立をめざす。 
 これらの成果を基に、ネパールを対象に、
国の総合防災計画に学校防災教育をカリキ
ュラムとして導入するなどのソフト防災対
策に力を入れる。そして、自然災害が多発し、
多くの犠牲者が発生しているヒマラヤ水系
諸国の減災に大きく寄与する。 
 
４．研究成果 
本研究では、ヒマラヤ水系のネパールを主と
して流域一帯の大規模な土砂災害に対して
減災のために戦略的な総合防災研究を行い、
以下の成果が得られた。 
・大規模自然災害に係るネパールやヒマラヤ
水系の大規模災害について解明した。特にネ
パール地震による大規模地すべり災害の地
形学的・地質学的・地盤工学的特徴とカトマ



ンズ盆地の地盤構造と建物被害の関係につ
いて明らかにした。 
・ネパール国文部省や地域政府と連携して学
校防災教育を全国的に展開する仕組みづく
りを行った。 
・2011.8.15 に設立したヒマラヤ水系地すべ
り学会（Himalayan Landslide Society(HiLS)
の世界的な研究者ネットワークを核に、ネパ
ール国の防災関係国会議員との防災セミナ
ーならびに国際シンポジウムの開催を通し
て、実践的なヒマラヤ水系防災学を構築した。 
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